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【学生会員のみなさんへ】 
朝晩はめっきり涼しくなりました。早く新型コロナウイルス感染症が収束して、通常

の形での講義や実習ができるようになるといいですね。 

今回は保険医協会が開業医を対象に実施したアンケートで、受診抑制により国民の健

康状態が悪化していることが明らかになったことを取りあげました。ぜひご覧ください。 

９割の診療所で外来患者が減少 

保険医協会は開業医の会員を対象に、新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大に伴う医療機関への影響をアンケ

ート調査しました（3月・4月・5月診療分）。その結果、

感染を恐れて受診抑制が進み、4 月診療分以降は、9 割

を超える診療所で外来患者が減少していることが明らか

になりました。アンケート結果は NHK や東海テレビ、

中日新聞などで報道されました（右は NHKニュース）。 

受診手控えで健康状態が悪化 中日新聞に受診勧奨の広告を掲載 

受診の手控え

により患者の健

康状態が悪化し

ていることも明

らかになりまし

た。「自己判断で

の間引き内服等

により、症状が悪

化される方がいた。糖尿病で血糖検査をせず、翌月血糖コントロールが悪化される方が多い印象」「体

調不良でも自宅で経過をしばらく見てから受診し、重症化のために入院するという症例も増えている。

メンタルもかなり悪化してからくる人が多い」「内服を自己中断し、急性増悪し救急車で救急病院を受

診され、入院されている例あり」「コロナ感染に不安感が大きく、心のケアが必要な方が増えている」「高

血圧の悪化、糖尿病の悪化、うつ状態増加など」「歯周病が悪化している方が増えている（口腔ケア低

下）」などの事例が寄せられています。これに対し保険医協会は、8 月 1 日付の中日新聞に、市民に受

診を勧めるカラー広告を掲載しました（上図参照）。 

PCR検査の拡大、ワクチン、治療薬の開発などにより、早く新型コロナウイルス感

染症が収束することを願うばかりですが、同感染症の拡大によって明らかになった感

染症対策の軽視、保健所機能の低下などをはじめとする社会保障費削減政策を中止し、

国民の命と健康を守る政策に転換することが必要です。 

愛知県保険医協会 

学生会員ニュース№64 

発行：愛知県保険医協会 

住所：〒466-8655名古屋市昭和区妙見町 19-2  

℡：052-832-1345 FAX：052-834-3512 

ホームページ https://aichi-hkn.jp/  e-mail aichi-hkn@doc-net.or.jp 


